

















が 56.5 キロメートル、東経 130 度 54 分、北緯 37 度 29 分に位置するホームベース型の地
形をした火山島である。韓国東海岸の蔚珍（ウルジン）よりは東に約 140 キロメートル、
竹島／独島（以下、竹島）からは北西に約 88 キロメートルの位置関係にある。2010 年度
の人口が 10,701 人（ピーク時の人口は、1974 年度の 29,810 人）を数える、漁業と観光の
島である。一方、隠岐島は、竹島より南東に 158 キロメートル、島根半島からは北に約







會、昭和 29 年、鬱陵島の近代史を網羅的に研究した、福原裕二「20 世紀初頭の欝陵島社会」『北
東アジア研究』第 21 号、2011 年３月、福原裕二「20 世紀前半の欝陵島各種統計（第１版）」『北東
アジア研究』第 21 号、2011 年３月、福原裕二「植民地朝鮮期の欝陵島日本人社会」『総合政策論叢』























第 25 号、2013 年２月、竹島 = 独島問題からみた、朴炳涉「明治時代の欝陵島漁業と竹島 = 独島問
題（１）」『北東アジア文化研究』第 31 号、2010 年３月、朴炳涉「明治時代の欝陵島漁業と竹島 =
独島問題（２）」『北東アジア文化研究』第 32 号、2010 年 10 月、隠岐漁民からみた、児島俊平「隠




２　「 竹 島 へ 出 漁 ニ 罷 渡 候 由 探 索 」『 朝 鮮 事 務 書 巻 九 』（ 明 治 ４ 年 ） http://db.history.
go.kr/front/dirservice/ibrowser/searchIpqData.jsp?pItemCode=sml&pStartPg=sml_
ms_00209_0033&pEndPg=sml_ms_00209_0034。
３　島根縣内務部『島根縣漁業基本調査報告書（漁村調査）上巻』報光社、大正３年３月 31 日、7-379 頁。






































1 西町 柔魚釣 5 ～ 9 月 7 31 鬱陵島 其沿岸 従来
1 中町 柔魚釣 − 3 14 “ “ 従来
1 東町 柔魚釣 − 5 21 “ “ 従来






“ 明治 25 年頃
7 箕浦 柔魚釣 6 ～ 10 月 1 6 “ “ −
7 岸濱 柔魚釣 6 ～ 9 月 1 6 “ “ 明治 44 年












9 知々井 柔魚釣 6 ～ 10 月 3 15 “道洞 − 近年
9 太井 柔魚 春夏秋 − 10 “　” − −
9 布施 柔魚 春夏初秋 − 7 “　” − −
9 崎 鬱陵島
柔魚




10 宇賀 柔魚 6 ～ 10 月 26 143 鬱陵島 近海 10 数年前
10 別府 柔魚釣 6 ～ 10 月 6 32 “ 其沿海 10 数年前
10 美田 柔魚釣 6 ～ 10 月 31 175 “ 其近海 “
11 浦郷村 柔魚釣
採藻




12 知夫村 柔魚釣 5 ～ 9 月 2 35 “ 其沿海 −
出所：島根縣内務部『島根縣漁業基本調査報告書（漁村調査）上巻』大正３年３月 31 日、7-379 頁の
記載他から作表。
注：「＊」は最近５か年平均。〔−〕は記載なし。























船 30 隻、海藻採取用小舟 200 隻、日本人所有の漁船 120 隻と明記されている。
　また、『通商彙纂 第貳號』（明治 39 年１月 13 日）８には、明治 38（1905）年 12 月６日
付の在釜山帝国領事館報告として、「一、烏賊 輸出重要品ノ一ニシテ韓人ノ漁獲スルモノ
ナク本邦人ノ専漁スル所ナリ」と記述されている。以上の資料を勘案すれば、鬱陵島にお
ける朝鮮人のイカ漁の創始は、1906 年から 1907 年中のことと考えられる。
６　「韓国欝陵島事情」外務省通商局編纂『通商彙纂』第 234 号、元眞社、明治 35 年 10 月 16 日、
43-51 頁。
７　農商工部水産局編纂『朝鮮水産誌 第二輯』龍山印刷局、隆熙４年５月５日、706-717 頁。なお、
「隆熙」は大韓帝国の元号で、隆熙４年は、日本の元号で明治 43 年、西暦で 1910 年にあたる。
８　「韓国欝凌
ママ






























回指導」が大きな起因となって、明治 20（1887）年 10 月に隠岐島・島後に「周吉穩地水
産物製造同業組合」が、次いで隠岐島・島前に「中ノ島 海士郡水産製造同業組合」、「西
９　ふるさと読本編集委員会編『もっと知りたい しまねの歴史』島根県教育委員会、平成 24 年 11 月、
18 頁。
10　松原新之助編「第三回内國勸業博覧會第四部審査概評」大日本水産會『大日本水産會報告 號外』
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ノ島 知夫郡水産物製造同業組合」が結成された。その後、明治 29（1896）年には、それ
らが合併し「隠岐水産組合」が結成されることとなった 12。なお、『明治 37 年 島根縣統計書』





























16　ただし、『明治 32 年 島根縣統計書』によると、二番鰑の場合、100 斤＝ 200 枚とある。島根縣編











品位 梱数 量目（貫） ％ 梱数 量目（貫） ％ 梱数 量目（貫）
甲 545 105,500. 96 410 81,370.000 92   955 186,870.000
乙  16   3,200.  3  30  5,597.437  6    46   8,797.437
雑   6   1,200.  1   6  1,102.507  1    12   2,302.500





















るので、尾吼スルメと称される。一連 20 尾で束ね、一梱 200 斤等規格を定め、組合をつくり品質
検査して出荷した。























































22　「漁船改良丸の好果」『山陰新聞』明治 27（1894）年１月 14 日付。明治 30（1897）年にも真野哲
太郎は、西当佐太郎とともに鬱陵島へカナキ漁をするために行っている。
23　松原新之助編『第三回内國勧業博覧會第四部審査概評』（大日本水産會報告號外）大日本水産會、
明治 23 年９月 24 日。
24　前掲、『第二回水産博覽會報告』22 頁。
25　島根縣隱岐島廰『明治三十七年島根縣隱岐國統計書』河田商店、明治 39 年３月 13 日、65 頁。『都
万村誌』所収の明治 41 年の記録を見ると、母船 142 石１艘、漁船（長さ７・８尺　５挺立）６艘
と乗組員 28 名で出漁とあり、母船を中心とした船団で出漁していたことが分かる。
26　島根縣『大正三年島根縣統計書 第一巻 土地人口其他之部』島根縣、大正６年２月 20 日、78 頁。




























　島根県刊行の『明治四十二年 島根縣統計書 第一巻』28 には、明治 42（1909）年の輸入貨
物として鯣が記載されている。それによれば、数量 1,900 貫、価格 2,470 円、輸入元が北海道、



































つが置かれた 31。このことにより、『境興町五拾年史』中の広告に、「竹島干鯣 大豆問屋 専
門商標は印 刻鯣極白髪製造所 鳥取縣境港 濱田源二郎商店」とあるように 32、鬱陵島の鯣
は「竹島干鯣」として流通する様になった。
29　小泉憲貞編『境港沿革史』、今井活版所、大正４年２月 25 日、27 頁。





31　朝鮮總督府編纂『大正十四年 朝鮮要覽』朝鮮印刷株式会社、大正 14 年１月４日、303 頁。
32　境港市編『新修境港市史 写真資料編』境港市、平成８年 12 月 20 日、57 頁（広告欄）。
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表４　隠岐島のイカ漁獲高及び鯣生産高
年度 漁獲高（物） 価格（圓） 生産高 代價（圓）
明治 27（1894）年 486,144 斤 477,793 斤
（輸出量）
43,050
明治 32（1899）年 116,232 貫
（輸出量）
96,272
明治 33（1900）年 158,208 貫
（輸出量）
79,104
明治 34（1901）年 129,889 貫
（輸出量）
86,592
明治 35（1902）年 柔魚 1,568,000 貫 338,688
明治 36（1903）年 柔魚 1,066,736 貫 266,684



































































出所：明治 27 年の数字は、『島根縣周吉穩地海士知夫郡統計書』明治 28 年 12 月 20 日。以下同様に、
『島根縣周吉穩地海士知夫郡統計書』明治 33 年９月５日、『島根縣周吉穩地海士知夫郡統計書』明治
34 年８月 10 日、『島根縣周吉穩地海士知夫郡統計書』明治 36 年２月 25 日、『明治三十五年島根縣隱
岐國統計書』明治 37 年壱月８日、『明治三十六年島根縣隱岐國統計書』明治 38 年７月 25 日、『明治
三十七年島根縣隱岐國統計書』明治 39 年３月 13 日、『明治三十八年島根縣隱岐國統計書』明治 40 年
５月 16 日、『明治四十年島根縣隱岐島統計書』明治 42 年５月 12 日、『明治四十二年島根縣隱岐島統計書』
明治 44 年９月 15 日、『明治四十三年島根縣隱岐島統計書』大正元年８月 20 日、『明治四十四年島根




年 数量（貫） 価格（円） 仕向地
明治 37（1904）年 142.582 194,630 大阪、神戸、下ノ関、長崎、境港
明治 38（1905）年 108.741 160,601
大阪、鳥取縣、兵庫縣、下関、山口縣、長崎縣、
廣島縣
明治 39（1906）年 138.259 193,563 大阪、神戸、長崎縣、韓國、山口縣
明治 40（1907）年 320.291 384,349 山口縣、長崎縣、韓國、神戸、大阪
明治 42（1909）年 310.099 380,244 鳥取、大阪、神戸、廣島、山口
明治 44（1911）年 190.111 256,050 神戸、山口、大阪、鳥取
出所：島根縣編『島根縣統計書』各年版の数値を基に作表。
表６　島根縣統計書による鯣の輸入
年 数量（貫） 価格（円） 輸入先
明治 42（1909）年 1,900 2,470 北海道、朝鮮




































〔明治 42（1909）年〕 〔35,295〕 〔35,017〕
〔明治 43（1910）年〕 〔70,464〕 〔91,682〕
〔明治 44（1911）年〕 〔87,338〕 〔109,562〕




































明治 42（1909）年 186,399 （29,824）  27,266
明治 43（1910）年 436,308 （69,809）  65,662
明治 44（1911）年 545,162 （87,226） 117,815
明治 45 ／大正元（1912）年 781,301 （125,008） 135,501
大正２（1913）年 784,712 （125,554） 111,193
大正３（1914）年 387,369 （61,979）  61,038
大正４（1915）年 496,543 （79,447）  72,182
大正５（1916）年 446,167 （71,387）  74,046
大正６（1917）年 334,853 （53,576）  69,539
大正７（1918）年 186,158 （29,785）  64,200
大正８（1919）年     112 （18）      67
出所：神戸税關『神戸港外國貿易概況』神戸税關、明治 38 年～大正８年の各年版の数値を基に作表。
































のことなど」『神奈川大学日本常民文化研究所調査報告 第 17 集 漁業の活動とその習俗Ⅰ』平凡社
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韓国人も組合の理事に就任している 40。



























40　鬱陵郡『欝陵島郷土誌』鬱陵郡公報室、1963 年８月 30 日。
41　広報文書課『昭和二十八年度竹島関係綴』（島根県総務部総務課所蔵文書、未刊行）。
42　羽間特派員記「欝陵島Ｈ」『大阪毎日新聞 朝鮮版』昭和 12 年１月 12 日付。
− 113 −
近代における鬱陵島の鯣（スルメ）産業と隠岐島





明治 34（1901）年 37,663 36,532
明治 35（1902）年 38,100 37,096
明治 36（1903）年 37,688 36,923
明治 37（1904）年 37,166 37,311
明治 38（1905）年 37,701 37,509
明治 39（1906）年 37,833 38,328
明治 40（1907）年 38,546 37,272
明治 41（1908）年 38,749 38,344
明治 42（1909）年 39,278 38,878
明治 43（1910）年 39,502 39,444
明治 44（1911）年 39,595 39,768





調査年月日 日本人戸数 日本人人口 韓國人戸数 韓國人人口 合計戸数 合計人口 資料名
1901 頃 − − 447 − − − ①
1902 頃  79 在留邦人 548 556 3,340 635  3,888 ①
1903 − − − − − − −
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は、福原裕二「20 世紀前半の鬱陵島各種統計（第１版）」『北東アジア研究』第 21 号、2011 年３月、
89-92 頁を参照にして作表。〔−〕は記載なし。
注：表中のゴシック体で表した数字（1909 年、1911 年、1914 年合計人口）は、原資料の日本人・韓
国人人口の合計数が合計人口と一致しないことを示している。また、表中の「資料名」欄は、各年
の戸口数字の原資料を示したものである。それら資料名は以下の通り。①「韓国欝陵島事情」外務省
通商局編纂『通商彙纂』第 234 号、元眞社、明治 35 年 10 月 16 日、44 頁。②「鬱陵島状況取調復命
書」（明治 38 年１月末現在）金容九編『韓日外交未刊極秘資料叢書 42』亜細亜文化社、1972 年２月
22 日、229-237 頁。③「欝陵島現況」外務省通商局編纂『通商彙纂』明治 38 年第 50 号、博文館、明




治 39 年１月 13 日、34 頁。⑥欝陵郵便所『明治三十七年起 沿革簿』（1956. 7 現在）。⑦「在韓本邦人
戸口及諸官署一覧表」統監府總務部内事課、明治 40 年２月 26 日。⑧鬱陵郡誌編纂委員会『鬱陵郡誌』
鬱陵郡、2007 年２月 28 日、81-83 頁（ただし、この資料は、1906 年～ 1945 年において 1909、1911、














は、欝陵郵便所『明治三十七年起 沿革簿』（1956. 7 現在）を基本資料とし、可能な限り
で収集した他の資料を加味し作成した年表を示す。本表の分析については、今後の課題と
する。
表 10　鬱陵島の運輸交通関係年表（1876 ～ 1945 年）
記載年月日 事項
明治９（1876）年 釜山開港
明治 16 年（1883）年 10 月 「蔚陵島一件」（犯禁渡航）により共同運輸の越後丸で日本人全員
240 ～ 250 人余を 10 月６日出航して 10 月 15 日赤間関に引揚さ
せる
明治 17（1884）年 「萬里丸船長渡邊末吉ヨリ蔚陵島木材運賃請求一件」
明治 17（1884）年 10 月 20 日 江原道鬱陵島の居民１人鬱陵島に来ていた日本船に同乗し 10 月 18
日釜山に向かったが長崎県府中浦に漂着
明治 27（1894）年 「こまい帆船隠岐島で風待ち 15 日～１ヶ月あちこちと漂流してやっ
と着く」（片岡吉兵衛談）羽間乙彦「鬱陵島」『大阪毎日新聞 朝鮮版』
1937 年１月 17 日付
明治 27（1894）年２月 25 日 鬱陵島より石見國安濃郡波根東村に漂着
明治 28（1895）年 10 月 隠岐滊船株式会社設立
明治 29（1896）年３月 濱田・境など開港外貿易港（日本国民所有の船舶に限る）に指定




明治 31（1898）年７月 21 日 濱田・境など開港となる
明治 31（1898）年８月 20 日 「濱田長濱竹島下り入津 境 凱旋丸」神田和作『客船帳』中村家所蔵
光武３（1899）年 韓國人帆船開運丸を購入後定期船運航を始めるが、日本へ向けて出
て暴風に遭い沈没『鬱陵島交通船問題』光武４年決着




10 周年記念論文集』2004 年９月、250 頁
光武４（1900）年 10 月 25 日 鬱陵島を鬱島と改称、島監から郡守、江原道、郡庁台霞洞『勅令 41
号』（大韓帝國官報第 1716 号）
明治 35（1902）年２月 26 日 境港三光社汽船第二三光丸（160t）、１昼夜で鬱陵島へ、臨時依頼、
９月～２月交通皆無となる為、３回越年者増加の為食料を運ぶ（越
年者明治 33 年：99 名・明治 34 年：350 名）











帆船便（150 ～ 300 石積）４～５隻で従事しているが不便である。
明治 37（1904）年９月 25 日 軍艦新高　本邦漁民リアンコ島・韓人之を独島『軍艦新高日誌』




巻第 17 號』明治 38 年９月１日
明治 38（1905）年１月中 入港：境港より１、釜山より１。出港：境港へ４、釜山ヘ１。
明治 38（1905）年６月 竹島漁獵合資會社設立







明治 41（1908）年１月１日 帆船の数増加し欝陵島から内地及び本土へ航海するもの 10 余隻と
なったが皆風向きに左右され、冬期西風が多く吹く時は航海が出来
なくなる。明治 39 年（1906 年）10 月上旬以来各地へ向け出帆したが、
途中で 11 隻風待ちして帰港出来ておらず食糧が欠乏し困難を極める
と共に書面の通信、新聞も到着せず暗黒世界である。






明治 42（1909）年１月１日 明治 41 年中は風向きが順調で、各方面に月１～２回航海できたので
何ら不便を感じなかった。
明治 42（1909）年 10 月 29 日 隠岐汽船株式会社船第二隠岐丸外航船として境より入港　濱田・釜
山・元山間の航路を開始　『濱田税関支署沿革概要　附重要事項略記』
明治 42（1909）年 12 月 31 日 同上
明治 42（1909）年 ９月 20 日から第二隠岐丸　朝鮮航路（北韓航路）試航　２回　乗
客 322 人・荷物 4039 個
12 月 18 日　朝鮮航路開始決定『隠岐航路史』
明治 42（1909）年 藤野金太郎船（船長大上信市）『鬱陵島友会報第四号』
隆煕４（1910）年３月１日 鬱陵島（慶尚南道）−釜山 177 浬『韓國地圖』
明治 43（1910）年８月 28 日 朝鮮總督府設置・日韓併合　関税は 10 ケ年据え置き
明治 43（1910）年 10 月１日 鬱陵島（旧松島）鬱島−境 186　鬱島−釜山 177『朝鮮交通全圖』
大阪毎日新聞社
明治 43（1910）年 12 月 31 日 明治 43 年５月より隠岐汽船株式会社隠岐丸が航海を開始し、８月よ
りは郵便物も搭載し、大いに便利に成った。
明治 43（1910）年 ３月７日～４月 16 日第１回韓国航路　吉辰丸（1890 年建造・鋼鉄
船・961.01t）32 ヶ所寄港　12 回航海　島根縣・慶尚北道より補
助金『隠岐航路史』
明治 43（1910）年３月～ 10 月 釜山・浦項−鬱陵島：年５～６回。境−鬱陵島：年 30 ～ 40 回「鬱






明治 44（1911）年 12 月 31 日 明治 44 年も隠岐丸が月１～２回航海した。
明治 45（1912）年１月 朝鮮郵船株式会社迎日丸（補助機関付）迎日湾−鬱陵島間月３回定
期を開始『毎日申報』1912 年１月７日付
明治 45（1912）年１月 19 日 朝鮮郵船株式会社設立　朝鮮総督府の命令航路（1912 年４月１日
～ 1915 年３月 31 日迄）に東鮮航路として迎日湾（浦項）−鬱陵









大正２（1913）年 朝鮮航路　13 回乗客 621 人・荷物 10983 個
第三隠岐丸　（188t・沈没・10 人死亡）と第二隠岐丸（235t）衝突『隱』





大正２（1913）年 12 月 31 日 迎日丸が沈没した。代わりの汽船が浦項・竹辺の外甘浦・九竜浦へ
も寄港する事となり朝鮮内への便利が良くなった。




大正３（1914）年 12 月 31 日 大正３年より朝鮮郵船株式会社の汽船の航海度数が月４回になると
ともに、寧海・盈徳へも寄港することと成り益々便利に成った。








大正４（1915）年６月 19 日 から大正９年３月迄第３回総督府命令航路釜山鬱陵島線『朝』
釜山−鬱陵島線月４回朝鮮郵船株式会社の盈徳丸（240t）が就航す
る『釜山港経済一班』大正５年
大正４（1915）年 鬱陵島線（朝鮮航路）６回　乗客 384 人・荷物 4966 個『隱』
大正５（1916）年 朝鮮総督府命令線　釜山鬱陵島間　朝鮮郵船　盈徳丸（240t）木造
船　月４回『釜山港経済一班』
大正５（1916）年 竹島線　５回　乗客 217 人・荷物 6800 個
鬱陵島線代理店　道洞　由浪乙次郎『隱』




大正６（1917）年 竹島線　第二隠岐丸　１回　乗客 138 人・荷物　587 個　代理店同
じ　『隱』





阪毎日新聞　朝鮮版』（1934 年２月 11 日付）















1920 年５月 12 日
大正９（1920）年４月 24 日 新隠岐丸　朝鮮郵船株式会社と傭船継続に付追加契約『隱』













大正 14（1925）年 道洞入（出）汽船 11（10）帆船５（１）『釜』
大正 14（1925）年 第二隠岐丸の朝鮮郵船との契約満了し返船　定期航路　島根縣及び
慶尚北道より航海補助費『隱』












































昭和９（1934）年 12 月 朝鮮汽船を借り切り人口過剰な鬱陵島島民の内　移住希望者 429 名
元山に直行予定『京城日報』（1934 年 11 月 22 日）
昭和９（1934）年 道洞入（出）汽船 21（22）帆船０（８）『釜』
昭和 10（1935）年頃 するめ満船大東丸は境港へ『鬱陵島友會報八号』
昭和 10（1935）年 道洞入（出）汽船 22（21）帆船４（５）『釜』
昭和 11（1936）年 道洞入（出）汽船 20（20）帆船１（５）『釜』
昭和 11（1936）年 月４回 釜山−鬱陵島−境港、朝鮮汽船株式会社「大東丸」（約 300 噸）
往復す
昭和 12（1937）年 道洞入（出）汽船 37（37）帆船 58（82）『釜』
昭和 13（1938）年 重要産業統制法施行（戦時の為）
昭和 13（1938）年 欝陵島（臺霞洞）−竹邊里『朝鮮全圖』朝鮮總督府検閲済
昭和 13（1938）年８月 太東丸　浦項−竹辺−鬱陵島８月 11 日５時道洞着　帰り８月 19 日
午後８時 30 分道洞出港し８月 20 日午後１時 30 分浦項着『貝類学




昭和 13（1938）年 道洞入（出）汽船 24（25）帆船２（２）『釜』
昭和 14（1939）年 朝鮮汽船株式会社の定期船金城丸にかわり３月 13 日に長安丸が就航
する。
昭和 14（1939）年 朝鮮総督府命令航路　沿岸航路　釜山鬱陵島線　月４回（年 48 回）
以上　長安丸（330t）朝鮮汽船株式会社『朝鮮九月号　第 292 号』
昭和 14（1939）年 欝陵島（道洞）−蔚珍『旅の朝鮮』朝鮮鐡道局
昭和 15（1940）年 沿岸航路釜山欝陵島線　発動機船　最強速力 12 浬以上　250t　月




昭和 15（1940）年 ９月 30 日太東丸浦項出港−江口−竹辺−鬱陵島 10 月１日朝着（鬱
陵島行きは欠航しがちであったと）
昭和 15（1940）年 太東丸（船長　勝目氏）船員と共に軍徴傭命令　上海方面へ
昭和 16（1941）年８月 30 日 徴傭　特設掃海艇に艤装
昭和 16（1941）年 朝鮮汽船株式会社と立石汽船株式会社が合併し西日本汽船株式会社
設立
昭和 16（1941）年９月 定期船太東丸から鏡城丸（200t 級）にかわる。
昭和 16（1941）年 10 月６日 定期船鏡城丸から宝城丸（200t 級）にかわる。
昭和 16（1941）年 11 月末 定期船宝城丸から昊和丸にかわる。
昭和 17（1942）年 10 月 定期船昊和丸から宝城丸にかわる。




昭和 19（1944）年８月 16 日
夜
太東丸　N36 °15′E125°50′にて魚雷命中沈没














































鬱陵島チンサキに行き 10 月ごろまで四五浬沖合で烏賊をとっている。注 41 に同じ。
